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第４章 生涯学習の推進施策 
 

 １ 個性をいかした学習機会の充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ め ざ す 方 向 ］ 

自分の個性や地域の特性をいかして、いつでも、どこでも、だれでもが学ぶことので

きるよう、多種多様な学習活動の機会の充実をめざします。 

また、自主的に学び続けることができるよう、市民主体の事業等の支援をするととも

に、市民の学習ニーズを把握し、新たな生涯学習活動の展開につなげていきます。 

 
 

［ 現 状 と 課 題 ］ 

本市では、環境、男女共同参画、国際理解など、様々な講座や講演会を行ってきまし

たが、さらに市民の多様化する学習ニーズを的確に捉えていく必要があります。 

また、市民参画型や市民企画型の事業の推進と多彩な事業の提供が求められるととも

に、生涯学習についてより多くの情報を提供することにより、市民の学習意欲の喚起に

つなげていく必要があります。 

 

 

① 市の提供事業の充実 

② 市民参画・市民が企画する事業の推進と支援 

④ 学習ニーズの把握 

⑤ 生涯学習への意識啓発 

③ 自然環境をいかした学習機会の提供 

個
性
を
い
か
し
た
学
習
機
会
の
充
実 
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［ 施 策 の 展 開 ］ 

①市の提供事業の充実  

市が提供、実施する事業においては、日常生活に密着した講座や幅広い分野の学習機

会の継続と充実を図るとともに、人と人、人と地域のつながりをとおした「学び」を深

めていきます。また、豊かな自然など八王子の特性をいかし、八王子を知る「八王子学」

などの事業の拡充を図っていきます。なお、実施する事業については、その学びがさら

に新たな学習へとつながるように、その取り組みをより充実させていきます。 

 

②市民参画・市民が企画する事業の推進と支援  

市民参画や市民が企画する事業を充実させるため、市民が自ら生涯学習活動を行うき

っかけづくりや、学んだ成果を発表する場づくり、市民による自主的な生涯学習事業を

推進し支援していきます。 

 
③自然環境をいかした学習機会の提供 

市民が環境について考え、実践することのできるよう、豊富な自然環境をいかした生

涯学習の機会を提供していきます。 

 

④学習ニーズの把握 

市政世論調査や市政モニターなどを活用し、市民が望む生涯学習活動のニーズを把握

し、生涯学習の推進につなげていきます。 

 

⑤生涯学習への意識啓発 

市民が生涯学習の情報に多く触れることによって、自己の学習意欲を高めていくよう

努めていきます。 

生涯学習活動に参加する目的について 
（上位５つ） 

資料：八王子市「市政世論調査」（平成 21 年実施）より 

有効回答数：1,188 件

趣味や楽しみ

健康・体力づくり

生きがいや自己実現

知識や教養を高める

友人や仲間をつくる

58.0

37.0

25.5

24.3

20.8

0 20 40 60 80 （％）

（複数回答） 

重 

重 
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 ２ 身近な学習拠点の有効活用と連携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ め ざ す 方 向 ］ 

生涯学習活動が市民の日常生活の中に深く浸透し、だれでもが生涯学習活動に参加す

るために、市内の数多くの生涯学習関連施設間の連携と有効活用を図り、身近な場所で

気軽に活動しやすい環境を整えていきます。 

 
 
 

［ 現 状 と 課 題 ］ 

生涯学習センターや市民センター、図書館など様々な生涯学習に関する施設を整備し

てきましたが、さらに自宅近くなどで生涯学習活動を行っていくことができる場所が求

められています。 

図書館は利用時間の延長や通年開館などに取り組んできましたが、さらに利用者の利

便性に配慮した施設の運営が求められています。また、図書館の持つ学習情報の機能を

より充実させ、十分に活用していく必要があります。 

 

① 生涯学習施設を活用した生涯学習の推進 

④ 図書館機能の充実 

身
近
な
学
習
拠
点
の
有
効
活
用
と
連
携

③ 学園都市の特色をいかした生涯学習の推進 

② 生涯学習関連施設間の連携 
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［ 施 策 の 展 開 ］ 

①生涯学習施設を活用した生涯学習の推進  

生涯学習を推進するうえで中心となる生涯学習施設の事業内容・運営方法を見直し、

生涯学習拠点としての機能をさらに充実していきます。 

小・中学校施設や企業、大学等が所有する施設などと連携し、活用を図ることで、市

民にとって身近にある様々な施設で気軽に活動でき

る環境づくりを進めます。 

さらに、企業や大学等が持つ施設の開放を働きか

けるとともに、専門的知識を有する人材を活用し、

講師への起用や新たな学習プログラムの構築を行っ

ていきます。 

 

②生涯学習関連施設間の連携 

生涯学習活動を推進する役割を担う生涯学習セン

ターが、関連する他の生涯学習施設などと連携を図

ることで、市民の生涯学習活動への多様な支援を進

めます。 

 

③学園都市の特色をいかした生涯学習の推進 

学園都市八王子の大きな資源である地域の大学等の果たす役割は大きいものがありま

す。そこで、さらなる連携・協働を進め、市民にとって身近な学習の場として活用でき

るよう、市民・学生・大学等との交流による生涯学習の推進を図っていきます。 

 

④図書館機能の充実 

「読書のまち八王子」の推進に向け、図

書館が持つ大きな機能を活用し、生涯にわ

たって読書に親しめる環境づくりと、個人

の読書環境をその成長にあわせてバックア

ップするサービスを充実していきます。ま

た、「読書のまち八王子推進計画」と連携を

図りながら、図書館機能をより充実させて

いきます。 

 
 

生涯学習活動を行っていくうえでの 
活動場所について 

資料：八王子市「市政世論調査」（平成 21 年実施）より 

▲ 生涯学習センター 

有効回答数：1,884 件

自宅の近く
59.3%

無回答
3.2%

市内のＪＲ、京王、
多摩モノレールの
各駅周辺
21.8%

勤務地近く
3.6%

その他
2.0%

特にない
10.1%

市内のＪＲ、京王線、

多摩モノレールの 
各駅周辺 
21.8％ 

重 
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 ３ 生涯学習活動への支援と協働による学習活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ め ざ す 方 向 ］ 

生涯学習活動は自主的に行っている市民や団体の活動が重要です。市民団体やボラン

ティア団体、ＮＰＯ、自治会、企業、大学等が積極的に連携・協働し、生涯学習活動や

学んだ成果をいかしてまちづくりに参加する市民や団体を増やすとともに、活動の支援

を行い、多様な生涯学習活動の展開をめざします。 

 
 

［ 現 状 と 課 題 ］ 

本市では、様々な分野で市民団体と協働で事業を実施する機会を増やしてきました。

今後さらに、市民団体と協働で事業を実施する必要があります。 

また、主体的に生涯学習活動を行う市民や団体への様々な支援も求められています。 

 

生
涯
学
習
活
動
へ
の
支
援
と 

協
働
に
よ
る
学
習
活
動 

① 生涯学習活動への支援 

② 連携・協働する機会の拡充 
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［ 施 策 の 展 開 ］ 

①生涯学習活動への支援  

市民の多様な学習ニーズに応え、学習成果をいかしていくには、自主的に行っている

市民団体等の活動が重要であり、これら団体の活性化をめざすための育成や生涯学習活

動への支援を行っていきます。 

また、講師などの人材登録制度や出前講座の充実、学習支援委員の活動をより活発に

することで、市民や団体が主体的に行う生涯学習活動を支援していきます。 

 

②連携・協働する機会の拡充  

実際の生涯学習活動において市民団体やボランティア団体、ＮＰＯ、自治会、企業、

大学等の果たす役割は大きいものがあります。積極的に連携・協働する機会を拡充し、

それぞれの特性をいかし、市民にとってより身近な学習の場や機会を提供していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 生涯学習フェスティバルでのステージ発表 

▼ 生涯学習センターでの講座 

重 

重 



第４章 生涯学習の推進施策 

４ 成果を実践する機会の拡充 
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 ４ 成果を実践する機会の拡充 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ め ざ す 方 向 ］ 

自ら学んだ成果をいかし、実践していくことは生涯学習活動では大切なことです。市

民が学習した成果を様々な場でいかすことができ、また交流を図ることで、さらに学習

に対する意欲が生まれる社会をめざします。 

 
 

［ 現 状 と 課 題 ］ 

市民の学習意欲の高まりとともに、様々な分野で交流し活躍する市民が増えています。

そこで、学習の成果を地域でいかせる機会などの環境整備が求められています。 

また、他団体との交流を目的とした生涯学習活動において、学習の成果を発表する場

なども求められています。 

 

① 地域で活動するための環境の整備 

③ 交流するためのしくみづくり 

成
果
を
実
践
す
る
機
会
の
拡
充 

② 多文化交流による実践の場の拡充 
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［ 施 策 の 展 開 ］ 

①地域で活動するための環境の整備  

学習の成果を地域及び社会にいかしていくことのできる環境を整えるため、学習成果

を活用し、活躍できる機会や場を充実していきます。 

 

②多文化交流による実践の場の拡充 

主に青少年を対象とした、姉妹都市や海外友好交流都市などとの交流や、ほかの団体

同士との交流活動の場を拡充することで、成果を実践する場としていきます。 

 

③交流するためのしくみづくり 

交流を目的とした体験学習で、本市の資源である豊かな自然や歴史を活用し、その学

習成果をいかしていくしくみを構築します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 北海道白糠町小学生交流 

▼ 青少年海外交流（台湾・高雄市） 

文化財見て歩き（滝山城跡）▲

重 



第４章 生涯学習の推進施策 

５ 社会的条件の整備 
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 ５ 社会的条件の整備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ め ざ す 方 向 ］ 

いつでも、どこでも、だれでもが社会参加を行うには、ノーマライゼーションのまち

づくりが重要となります。すべての市民が活動に参加しやすい環境の整備と、ボランテ

ィア活動への支援体制の充実を図るとともに、人材の育成を支援し、多くの市民が生涯

学習活動に参加することのできるまちづくりを進めます。 

 
 

［ 現 状 と 課 題 ］ 

だれでもが支障なく社会参加できることが生涯学習社会を形成するうえでの基盤とな

ります。近年、生涯学習に対する意識が高まるなかで、よりノーマライゼーションの理

念に沿った環境を整備していく必要があります。 

また、専門性を有するボランティアの養成など人材の育成が求められているとともに、

生涯学習活動の担い手となるよう、コーディネーターとしての役割を担う人材を支援し

ていく必要があります。 

 

① 人材の育成支援 

② ノーマライゼーションの実現 社
会
的
条
件
の
整
備 ④ 少子高齢化社会に対応したまちづくり 

⑤ 男女共同参画社会の形成 

③ 社会参加を促す地域福祉の充実 
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［ 施 策 の 展 開 ］ 

①人材の育成支援  

自主的に生涯学習活動をしている市民や、これから始めようとする市民の支援者とな

れるよう、新たな人材を発掘し育成支援をしていくとともに、生涯学習活動の担い手と

なるよう、各分野のコーディネーターの育成を行います。 

また、ボランティア活動への参加を幅広く呼びかけ、専門性を有するボランティアの

養成など、ボランティア活動に対する支援を充実していきます。 

 

②ノーマライゼーションの実現 

年齢や性別、障害の有無や国籍などにかかわらず、価値観や生き方の違いを認め、互

いに対等な関係を築くことで、すべての人に配慮した、生涯学習活動がしやすいノーマ

ライゼーションのまちづくりを促進していきます。 

 
③社会参加を促す地域福祉の充実 

高齢者や障害者の社会活動への参加を促進します。そのためには、ボランティアの関

わりが大切であり、ボランティアの養成を促進し、学習の成果を地域や社会にいかせる

環境を整備していきます。 

 

④少子高齢化社会に対応したまちづくり 

少子化などにより核家族が増加しています。そのなかで、地域のつながりや人間関係

の希薄化、子育てに対する親の不安感の増大などが課題となっています。高齢者の豊富

な知識や経験をいかし、子どもと親、高齢者などが交流を図り、共に助け合えるまちづ

くりを促進していきます。 

 

⑤男女共同参画社会の形成 

男女が共に支え合い、互いに立場を尊重しあって責任を分かち合い、性別にかかわら

ずその個性と能力を発揮することのできる環境を整備していきます。 

 

重 
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６ 情報収集と提供のしくみづくり  
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 ６ 情報収集と提供のしくみづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ め ざ す 方 向 ］ 

市民のだれでもが学習したいと思ったときに、わかりやすい情報を気軽に入手できる

よう、広報はちおうじなど身近な紙媒体（紙面）やホームページの活用など、市民の学

習ニーズに対して的確に情報を提供していきます。 

また、相談体制を充実し、市民の要望に応じた情報を提供していきます。 

 
 

［ 現 状 と 課 題 ］ 

情報化の進展、情報機器の普及などにより、情報の発信方法や収集方法が多様化して

います。市民が的確な情報を得ることができるよう、広報はちおうじやインターネット

等による情報発信、さらに相談窓口などでの情報提供が求められています。 

 

① わかりやすい生涯学習情報の収集と提供 

② 相談の充実 

情
報
収
集
と
提
供
の
し
く
み
づ
く
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［ 施 策 の 展 開 ］ 

①わかりやすい生涯学習情報の収集と提供  

市内及び周辺市域に存在する２３の大学等と企業、さらに市民と行政をつなげる情報

ネットワークの構築により、学習情報を収集するしくみの充実を図ります。また、身近

な紙媒体（紙面）やホームページの活用などにより、市民の学習ニーズに対して迅速か

つ的確な情報の提供を行うとともに、わかりやすい学習情報の提供方法についても検討

していきます。 

 

 

②相談の充実 

本市の各種施設での学習相談など、窓口や各種会場において相談しやすい環境を整え、

市民の要望に応じた情報を提供していきます。 

 

 
 
 

主な生涯学習関連施設の位置 

市民活動支援センター

市民センター

郷土資料館

図書館（分室含む）

生涯学習センター

夢美術館

こども科学館

高尾駅

西八王子駅

八王子駅

みなみ野駅

小宮駅

重 




